
令和3年2月15日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「適切な指導ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「適切な指導ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上更新した。

３：学期に2～3回更新した。

２：学期1回以上更新した。

１：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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○学期ごとに、生活リズムチェック週間を設け、
「早寝・早起き・朝ごはん」の望ましい生活習慣に
ついて意識啓発を行った。
○コロナ禍に対応した給食指導を学年ごとに工
夫して行った。特に高学年は農家や給食調理員
に感謝しながら、自分にとって適量に配膳された
給食は、好き嫌いを言わず残さず食べるという
指導を行った。矢口農園で、５年生はお米、６年
生は様々な野菜を育てた経験が「食育」の推進
に効果的であった。
○コロナ禍に適切に対応しながら、団体表現を
５・６年生の棒体操一つに限り、徒競走や団体競
技のみの無観客運動会を実施した。また、外遊
びやロング昼休みを１学期から継続して行い、２
学期は「マラソンタイム」や「矢口ギネス」を行い、
３学期は「なわとびタイム」を実施する。体育朝会
では、動画を駆使して、様々な運動を紹介し、運
動習慣の日常化を推進した。

４：学校公開後や２学期末の保
護者アンケートの結果、「分か
り易く楽しい授業の工夫してい
る」と答えた保護者が８０％以
上。

３：学校公開後や２学期末の保
護者アンケートの結果、「分か
り易く楽しい授業の工夫してい
る」と答えた保護者が７０％以
上。

２：学校公開後や２学期末の保
護者アンケートの結果、「分か
り易く楽しい授業の工夫してい
る」と答えた保護者が６０％以
上。

１：学校公開後や２学期末の保
護者アンケートの結果、「分か
り易く楽しい授業の工夫してい
る」と答えた保護者が６０％未
満。

児童アンケートの結果、「体力
向上（ながなわや中休みのマ
ラソン、クラス遊び、矢口ギネ
スなど）にすすんで自分から取
り組んでいる」と回答している
児童の割合が

４：８０％以上。
３：７０％以上。
２：６０％以上
１：６０％未満

Ａ

４：児童アンケートの結果、「学
校での勉強や生活は、自分に
とって楽しかったり、嬉しかった
りする気持ちで過ごすことがで
きた」と回答している児童の割
合が８０％以上。

３：児童アンケートの結果、「学
校での勉強や生活は、自分に
とって楽しかったり、嬉しかった
りする気持ちで過ごすことがで
きた」と回答している児童の割
合が７０％以上。

２：児童アンケートの結果、「学
校での勉強や生活は、自分に
とって楽しかったり、嬉しかった
りする気持ちで過ごすことがで
きた」と回答している児童の割
合が６０％以上。

１：児童アンケートの結果、「学
校での勉強や生活は、自分に
とって楽しかったり、嬉しかった
りする気持ちで過ごすことがで
きた」と回答している児童の割
合が６０％未満。

8

Ｂ

保護者アンケートで「学校は積
極的に情報を発信している」と
答えた保護者が

４：８０％以上
３：７０％以上
２：６０％以上
１：６０％未満

目標に対する成果指標

4

8

学校関係者記入欄

8

令和２年度　大田区立矢口小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

（学校規模）児童数４９４名、１６学級、教員数２０名。
（本年度の校内研究）平成２９年度まで指定を受けた次世代型教育推進センター実践フィールド校の研究成果の検証、教員の研修システムの検証を受けて「受け止める力の育成」をテーマとする。
（学校マネジメント強化事業指定校）副校長の業務負担減、教員の働き方改革に係わる学校改善の在り方の検討。
（特色ある教育活動）・伝統の夏季サマーワークショップは新型コロナ対応で中止とする。・月１回の縦割り班活動。・月１回の学級あそび（エンジョイタイム）、矢口ギネスによる体力向上、運動経験の増加。・「総合的な学習の時間」や「理科」「生活科」等で矢口自然農園を活用した体験的な活
動の実施。・総合的な学習発表の場である矢口文化芸術劇場文は新型コロナ対応のため次年度に延期する。・学校地域支援本部との連携を図り、学校支援ボランティアの活用。

４：児童アンケートの結果、「自
分からすすんであいさつをし
た」と考えている児童が８０％
以上。

３：児童アンケートの結果、「自
分からすすんであいさつをし
た」と考えている児童が７０％
以上。

２：児童アンケートの結果、「自
分からすすんであいさつをし
た」と考えている児童が６０％
以上。

１：児童アンケートの結果、「自
分からすすんであいさつをし
た」と考えている児童が６０％
未満。
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1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

○コロナ禍でも「開かれた学校」を実現するため
に、本校のホームページを毎日更新し、児童の
日常の活動や、教師の授業の様子の発信を
行った。

○臨時休校中は、学年に応じた児童の自主学
習の課題をホームページに載せたり、様々な教
科・学年の学習サイトのリンクページを作成した
りするなどして、児童の家庭学習を促進する発
信を行った。

○地域教育連絡協議会は２学期から開始した。
学校公開は、コロナ禍の参観制限のため保護者
以外には公開しなかったので、来年度は、参観
の機会を作りたい。

○コロナがやや収まってきた２学期から、図書ボ
ランティアによる読み聞かせを行った。また、図
書の整理や矢口農園整備、田んぼ指導も、定期
的にボランティアが行ってくれた。

○来年度の開校１３０周年に向けて、コロナ禍を
乗り越え、更なる地域連携を深めて行きたい。

・来年度の１３０周年が予定通り、そして無事に
迎えられる事を願い、祈るばかりです。

・コロナ感染が続くなか地域、家庭、学校が協力
する事が子供の成長に重要です。ホームペー
ジ、その他の手段で地域、家庭、学校、子供と共
同で作り上げる事柄は無いものでしょうか。

・１３０周年の事業、無事行えるといいですね。
「矢口魂」で学校・ＰＴＡ・地域が一つになりましょ
う。

・WEBサイトの随時更新や定期的な印刷物（通信
等）により広く校内の状況が周知されていたと考
えます。

・コロナが終息し参観できることを楽しみにしてお
ります。

・商店街としても子供達のために何ができるかを
考えた１年でした。これからも小学校と連携を深
めて子供達の成長のお手伝いができればと思い
ます。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

学校、保護者、地域、及び各種団体が協力
して、月１回の読み聞かせの実施や授業
ボランティアを活用した授業を行う。

4

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

家庭学習や自主学習と関連させながら課
題を明確にした学習を進める。

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

3

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

積極的なあいさつを行う働きかけを行い、
「相手の目を見て」、「相手に聞こえる声で」
を行動化させる。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

教員の研修システムを取り入れた校内研
究を行う。

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

クラス遊びや長縄、マラソンタイム、矢口小
ギネスに積極的に進んで参加させる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・休校中の４月、５月、学校から配布される学校
便り「薫泉」に書かれている先生の考え、思いが
胸を打ちました。

・補習教室を工夫し、苦手教科の克服はぜひお
願いしたく思います。

・特にコロナ禍における取り組みについて詳細な
記述、考察により、適切に評価が行われていると
考えます。

○コロナ禍が少し落ち着いた７月末から８月頭に
かけて、保護者と個人面談を行い、児童の学力
や生活に関する情報の共有を図った。コロナ禍
で、保護者と直接会ってコミュニケーションを取る
機会が制限される中で、連絡帳や配布文書、電
話等で必要な連携を取り、児童一人一人に応じ
た確かな学力定着を図った。
○コロナ禍の４・５月の臨時休校期間に、家庭で
自主的に児童が自学できるように、各学年ごと
に工夫した学習課題を配布した。こうした自主的
な家庭学習期間を経て、２学期以降は、概ね家
庭学習の習慣が身に付いてきた。
○月１回の土曜補習教室で、児童の苦手なとこ
ろをフォローするだけでなく、平日の算数の補習
でも、苦手分野の克服に努めている。来年度
は、放課後会議のない時間を増やし、各担任
が、放課後に自主的な補習を実施する時間を確
保し、学力向上を図る。
○今年度は学年の指導内容を終わらせることが
最優先だったが、来年度は、苦手な児童が置い
て行かれないように、個に応じた教科指導を行
い、どの教科も着実に取り組ませる。また、発展
問題により多く挑戦する機会を増やす。

8Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

・発達障害児、問題行動児等の児童に関して
は、担任だけでなく全教員で見守り、指導される
事が得策ですね。先生方のチームワークの良さ
の発揮どころです。

・矢口小学校の現生徒、そして卒業生は、本当
に気持良い挨拶ができます。人としてとても大切
な事と思います。ここrの成長期の子供達にとっ
て、コロナ禍、世の中の不安定は晴れ晴れとしな
い憂鬱な気分だと思います。他人を傷つけり、自
己主張を強めたりしながらと思います。学校の先
手、先手の指導は有難いと思います。先生の一
言の褒め言葉で背筋が伸びると思います。

・地域教育連絡協議会においても詳細な説明が
あり、成果が明確に評されたと考えます。

・道徳教育の公開授業は良かったと思います。
ぜひ多くの保護者の方も参加して、ご家庭で子
供達と一緒に話し合いをして頂ければ良いと思
います。

・コロナ禍という今まで体験した事がない状況で
も子供達の心が安定していると思います。先生
方やご家庭の子供に対するケアがしっかりでき
ており、すこやかな成長が出来ていると思いま
す。先生方も無理せずお体にお気を付けくださ
い。

・無観客運動会は保護者にはかわいそうでした
ね。リレーか棒体操、見たかったです。自粛、自
粛の今年、自宅でじっとしている事が多くなった
事でしょう。学校のスポーツタイムは大切な成長
を助けた事と思います。

・体力向上に重点を置いた方針に基づき、運動
会等を開催した事で、自己評価通りの適切な評
価がされていると考えます。

・子供達の体力面も心配でしたが、体力向上して
自分からすすんで取り組んでいる児童が多く安
心しました。しかし、先日の協議会でケガが骨折
が多いと言う課題（ニュースでも見ました）が気に
なりました。

・先生達、大変ですね。今後もよろしくお願いしま
す。

・管理職の指導により、教員の方々が評価通り
の環境づくり及び指導力向上の素地に寄与した
と考えます。

3

3

3

4

4

3

3

4

3

○直接の小中一貫連携は、コロナ禍で実施でき
なかったが、昨年までで培った土台をベースにし
た、中学校を意識した生活指導や教科担任制
を、高学年中心に行ってきた。昨年度に比べ、ど
の学年・クラスも落ち着いて授業を受けていた。
○コロナ禍で、保護者の参加人数は少なかった
が、ユニバ―サルデザインの講師を呼び、道徳
教育向上のための公開授業を行った。
○学校生活調査の結果を活用して、気になる児
童に個別に面談を行った。対象児童が、心理的
により安心できる状況を作り出し、ストレス症状
を緩和するための声掛けを適切に行うよう努め
た。
○学校いじめ防止基本方針を、年度当初全教員
で確認し、いじめの未然防止、早期発見を目指
してきた。月１回、いじめ対策委員会を開き、学
年で気になる児童の情報交換を行い、いじめの
未然防止、早期発見に組織的に取り組んだ。
○問題行動等にかかわる児童に関するケース
会議を実施して、全教員で対策を考えた。担任
が一人で抱え込むことなく、組織的に対応するこ
とで、その児童の問題行動を解決する糸口を見
付けることができ、児童の行動改善に結び付け
た。
○計画委員会の児童主導の、コロナ禍に対応し
た工夫したあいさつ運動の取組を年間を通じて
行い、低学年から高学年まで、概ね気持ちのい
いあいさつをすることができた。

4

4

4

4

○コロナ対策を徹底し、児童が安全安心に学校
生活を送れるよう全教職員で万全を尽くしてき
た。

○児童が「分かり易く楽しい」授業を目指して、
ICTを活用した授業づくりを目指した。学校公開
の保護者の授業評価や、管理職や同僚による
授業観察の評価を、PDCAサイクルに生かし、授
業改善を行った。

○各教科ごとに指導教諭による模範授業や他
校の研究発表会に本校から１名参加し、その授
業実践内容を、本校教員に還元するための勉強
会を年間通じて行った。

○特別支援校内委員会を毎月実施し、児童の情
報を共有して、組織として対策を練った。

○週１回の研究夕会を年間を通じて行ったり、児
童の研究授業前に教員が児童役を演じる模擬
授業を行ったりする本校独自の研修システムを
実施し、授業力向上を図った。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育

成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

４:保護者アンケートの結果「担
任、専科の先生は分かり易く楽
しい授業の工夫をしている」と
回答している保護者の割合が
８０％以上。

３:保護者アンケートの結果「担
任、専科の先生は分かり易く楽
しい授業の工夫をしている」と
回答している保護者の割合が
７０％以上。

２:保護者アンケートの結果「担
任、専科の先生は分かり易く楽
しい授業の工夫をしている」と
回答している保護者の割合が
６０％以上。

１:保護者アンケートの結果「担
任、専科の先生は分かり易く楽
しい授業の工夫をしている」と
回答している保護者の割合が
６０％未満。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

・全児童にタブレットPCが支給されるとの事、PC
等に詳しい先生方でも、何も解らない児童も中に
はいると思うので、教え方にご苦労されると思い
頭が下がる思いです。

・校内に掲示してある外国語は、生徒自ら取り組
んだとの事、あまりにも立派で取り組みの凄さに
感心しました。

・客観的な視点から適切に評価が行われている
と考えます。

・体力向上を目指しは賛成ですが、タイムや記録
を重視せず、一人一人の努力と継続の力、あき
らめない事を知ってもらいたいと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3

Ｂ 1

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4

Ｄ

4

○コロナ禍のために様々な制限がある中、、本
校では、児童のコミュニケーション能力向上を目
指して、教員の校内研修を年間を通して行ってき
た。「児童の“受け止める力”を育む工夫」を研究
テーマに、年３回の研究授業、年３回の模擬授
業、年間を通して週１回の研究夕会を行い、指
導力向上の研究を行った。来年度は、研究授業
や自発的な公開授業の回数をもう少し増やした
い。
○外国語教育指導員を効果的に活用し、コミュ
ニケーション能力の育成を図ってきた。来年度は
英語の校内掲示を充実させ、東京オリンピック、
パラリンピックを活用した、異文化理解、国際理
解を推進し、児童の心に残る取組を行う。
○ICTを活用した、児童の興味関心を引き出し、
指導内容の理解を深めることを目指し、授業実
践を日々行ってきた。令和３年２月から導入され
る全児童に支給されるタブレットＰＣの有効活用
をするために、１月ICT研修を全教員に行う。さら
に、家庭学習での効果的な活用の仕方を模索し
ていく。
○日々の外遊びに加えて、児童のさらなる体力
向上を目指して、「マラソンタイム」「ロング昼休
み」「なわとびタイム」等を実施した。また、例年
体力テストの結果で数値が低かった「ソフトボー
ル投げ」や「握力」を鍛える運動を「矢口ギネス」
に取り入れ体力向上を図る。
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